
発行／青森県五戸町　編集／総務課　〒０３９－１５１３　青森県三戸郡五戸町字古舘２１－１
TEL０１７８－６２－２１１１ FAX０１７８－６２－６３１７ MAIL soumu＠town.gonohe.aomori.jp

広 報

１
http://www.town.gonohe.aomori.jp

◆主な内容◆

・新年のごあいさつ　　　　　　　　　　②

・五戸町表彰式　　　　　　　　　　　　③

・五戸でスマス・クリスマス　　　　　　④

・町議会　第39回定例会・第40回臨時会　　④⑤

・町議会議員一般選挙　　　　　　　　　⑤

・上半身の筋力トレーニング　　　　　　　⑥
・五戸総合病院　２月の医師一覧　　　　　⑦
・後期高齢者医療制度　　　　　　　　　　⑧
・町職員募集　　　　　　　　　　　　　　⑨
・入札参加資格審査申請受付　　　　　　　⑪
・郷土探訪「暮らしと共に生きる坂―今と昔①」　　⑫

１
2008

Vol.5 8 3

町議会議員一般選挙
２月１７日（日）投票日

川原町青年団「裸参り」



w

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

　
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
五
戸
町
に
と
り
ま
し
て
、
今
年

１
年
平
和
で
穏
や
か
な
年
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
さ
て
、
若
干
昨
年
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
の

五
戸
町
は
自
然
災
害
も
少
な
く
、

農
作
物
は
、
米
の
障
害
不
稔
は
あ

っ
た
も
の
の
、
全
般
的
に
は
お
お

む
ね
豊
作
に
恵
ま
れ
、
主
要
野
菜

の
長
芋
は
価
格
も
回
復
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
平

穏
な
年
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
の
経
済

は
相
変
わ
ら
ず
低
迷
し
、
中
央
で

い
わ
れ
る
景
気
の
回
復
感
と
は
縁

遠
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
全
体
か
ら
見
た
場

合
、
政
治
・
行
政
の
面
か
ら
は
大

き
な
嵐
が
吹
い
た
年
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
年

金
問
題
・
格
差
問
題
等
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
安
倍
政
権

か
ら
福
田
政
権
に
替
わ
り
、
国
の

政
策
や
運
営
が
微
妙
に
変
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
青
森
県
町
村
会
で
は
６
月
に
、

全
国
に
先
駆
け
て
「
町
村
財
政
非

常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
さ
ら
に

10
月
に
は
県
知
事
を
先
頭
に
「
地

方
分
権
改
革
推
進
総
決
起
大
会
」

を
開
催
し
、
地
方
交
付
税
総
額
の

増
額
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、

平
成
20
年
度
政
府
予
算
案
に
若
干

反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
て
、
そ
ろ
そ
ろ
中

央
の
景
気
の
地
方
へ
の
波
及
効
果

を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
最
近
の
原
油
高
・
株
安
・

円
高
は
大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
日
本
経
済
は
先
行
き
不
透

明
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
今
年
の
五
戸
町
で
す

が
、
国
の
政
策
、
動
向
は
大
変
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

以
前
よ
り
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
こ
数
年
が
財
政
的
に
正
念

場
で
あ
り
、
引
き
続
き
行
財
政
改

革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
と
並
行
し
て
「
合

併
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
職
員
を
削
減
し
、
施
設

の
統
廃
合
を
図
り
な
が
ら
、
新
規

事
業
と
し
て
は
、
倉
石
地
区
の
ブ

ド
ロ
ク
放
牧
場
の
整
備
や
、
ひ
ば

り
野
団
地
の
関
連
事
業
と
し
て
の

荒
町
団
地
の
整
備
、
継
続
事
業
と

し
て
は
、
豊
間
内
地
区
の
ほ
場
整

備
を
核
と
し
た
豊
間
内
バ
イ
パ
ス
、

浅
水
川
の
河
川
改
修
、
県
道
苫
米

地
兎
内
線
の
整
備
、
上
市
川
地
区

で
は
桜
沼
公
園
整
備
、
上
市
川
住

宅
団
地
内
の
造
成
完
了
お
よ
び
造

成
地
の
売
却
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り

ま
す
が
、
事
業
は
着
実
に
推
進
し

つ
つ
、
私
を
は
じ
め
職
員
の
総
力

を
挙
げ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
様
方
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
１
年
が
五
戸
町
に
と
っ
て
、

そ
し
て
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
五
戸
陸
上
競
技
協
会
（
尾
形
幸

男
会
長
）
主
催
の
「
第
26
回
五
戸

町
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
１
月

３
日
、
ひ
ば
り
野
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
雪
が
少
し
積
も
っ
て
い

た
も
の
の
、
さ
わ
や
か
な
青
空
が

広
が
り
、
町
内
や
近
隣
市
町
村
か

ら
老
若
男
女
43
人
が
参
加
。
同
公

園
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
回

る
２
、
３
、
５
㎞
の
各
コ
ー
ス
か

ら
自
分
に
合
う
も
の
を
選
び
、
思

い
思
い
に
「
走
り
初
め
」
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

五戸町長

三 浦 正 名

さ
わ
や
か
な
青
空
の
下

走
り
初
め

走
り
初
め

新春の風を切って走る参加者たち
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町
で
は
「
平
成
20

年
五
戸
町
表
彰
式
」

を
１
月
４
日
、
町
立

公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
町
表
彰
条
例
に
基

づ
く
功
労
章
・
善
行
章

は
、
各
分
野
で
町
政
発

展
に
寄
与
し
た
方
や
、

町
民
の
模
範
と
な
る

活
動
を
し
た
方
な
ど

39
人
が
受
章
。
三
浦

正
名
町
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
に
対
し
金
品
を
寄

付
し
た
個
人
・
団
体

３
組
の
方
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
を
代
表
し

て
、
中
里
公
志
郎
さ
ん

が
「
身
に
余
る
光
栄
で

す
。こ
の
感
激
を
胸
に
、

輝
か
し
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
一
層
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受章者の皆さん

公
共
に
尽
く
し
た
方
々
を
表
彰

五
戸
町
表
彰
式

五
戸
町
表
彰
式

五
戸
町
表
彰
式

五
戸
町
表
彰
式

　氏　　名　（年齢） 功　　　　績

中　里　公志郎（71）

■功労章

■感謝状

■善行章

立　花　富　雄（76）
佐々木　正　弘（76）
畑　山　利　雄（74）
江　渡　正　生（72）
日向端　　　潔（70）

川　村　浩　昭（60）

柏　村　哲　郎（79）

木　村　せ　つ（87）
梅　田　昌　二（81）
石　渡　　　忠（72）
a　村　磨瑳夫（76）

多年にわたり、町議会議員として
町政の伸展に貢献

多年にわたり、消防団副団長等と
して消防行政の向上に貢献

　氏　　名　（年齢） 功　　　　績
木　村　千　代（68）

氏　　名 功　　　　績
株式会社文屋
代表取締役  菊池　睦子 五戸小学校に絵画を寄贈

伊　賀　一　郎　　 五戸小学校に蝶の標本等を寄贈
大蔵工業株式会社
代表取締役社長  大部　利行 図書購入費として多額の金員を寄付

川　村　き　ね（68）
大　野　くり子（67）
小保内　久美子（65）
佐々木　京　子（62）
赤　坂　妙　子（62）
野　崎　竹　子（61）
戸　来　ツ　ル（60）

多年にわたり、保健協力員として
地域住民の健康保持増進と衛生思
想の普及に寄与

名久井　　　子（57）
竹　内　春　恵（56）
中　里　庸　子（53）
若　林　　　子（53）

窪　田　耕三郎（73） 多年にわたり、民生委員児童委員
として地域住民の福祉向上に寄与

大　山　輝　美（68）
三　浦　多佐見（70）
古　川　政　貴（68）
中　村　秀　廣（79）

多年にわたり、納税貯蓄組合長と
して納税思想の普及高揚に寄与

川　村　　　實（75）
川　村　秀　夫（59）

　氏　　名　（年齢） 功　　　　績
今　川　和　男（67） 五戸町に絵画を寄贈
畑　山　幸　美（48）
類　家　章　典（37） 平成19年３月29日、建物火災から

自己の危険を顧みず人命を救助
類　家　文　子（32）

三　浦　榮　一（79） 多年にわたり、行政連絡員として
町政の伸展に寄与

豊　川　明　人（45） 多年にわたり、交通指導隊員として交通
事故防止と交通安全思想の普及に寄与

立　花　久　子（73） 多年にわたり、保健協力員として
地域住民の健康保持増進と衛生思
想の普及に寄与川　村　く　に（70）

多年にわたり、学校教育の振興発
展に貢献

多年にわたり、納税貯蓄組合長等
として納税思想の普及高揚に貢献

多年にわたり、納税貯蓄組合副組合
長として納税思想の普及高揚に貢献

多年にわたり、納税貯蓄組合長等
として納税思想の普及高揚に貢献

平成20年五戸町表彰式受章者（敬称略）
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明るい選挙イメージキャラクター
「選挙のめいすい（明推）くん」

　
町
で
は
１
月
13
日
、
町
立
公
民

館
で
平
成
20
年
五
戸
町
成
人
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
対
象
者
２
７
７

人
（
男
性
１
２
９
人
、
女
性
１
４

８
人
）
の
う
ち
２
０
７
人
が
参
加

し
、
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

刻
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
成
人
式
実
行
委
員
長
の
柿
本
秀

人
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
三
浦
正
名

町
長
か
ら
記
念
品
と
し
て
、
記
念

写
真
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
ア
ピ
ル
五
戸
に
会

場
を
移
し
、
同
実
行
委
員
会
主
催

の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
中
心
商
店
街
で
12
月
23
日
、
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
五
戸
で
ス

マ
ス
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
会
場
で

は
、
空
き
缶
積
み
上
げ
競
争
な
ど

の
ゲ
ー
ム
や
太
鼓
演
奏
、
五
戸
町

共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
う
ま
っ

こ
カ
ー
ド
」
の
歳
末
大
抽
選
会
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
抽

選
会
は
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
な
ど

豪
華
賞
品
が
当
た
る
と
あ
っ
て
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
タ
ウ
ン
ズ･

イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト,
07
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
総
合
の
部
】
グ
ッ
ド
タ
ウ
ン
賞

＝
山
田
自
治
会
▽
ベ
ス
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
賞
＝
a
谷
統
司
▽
ベ

ス
ト
ツ
リ
ー
賞
＝
堀
合
弘
志
▽
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
賞
＝
三
信
金
物
店

▽
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
賞
＝
第
二
船
越

歯
科
医
院
▽
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ

ク
賞
＝
平
野
毛
糸
店
▽
ベ
ス
ト
マ

ッ
チ
賞
＝
三
福
商
店
▽
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
賞
＝
荒
屋
敷
煎
餅
店
▽
メ
ル

ヘ
ン
賞
＝
柏
村
美
容
室
▽
ア
イ
デ

ィ
ア
賞
＝
角
浜
酒
店
▽
キ
ラ
キ
ラ

賞
＝
工
藤
卓
也
▽
キ
ラ
リ
ア
ッ
プ

賞
＝
田
口
順
、
旭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

a
屋
正
弘
、
舘
功
悦
、
一
戸
雅
章
、

八
戸
信
用
金
庫
五
戸
支
店
、
フ
リ

ー
タ
イ
ム
25
時
、
ぎ
ゃ
ば
ん

【
団
体
の
部
】
最
優
秀
賞
＝
北
向

自
治
会（
倉
石
）▽
優
秀
賞
＝
ハ
ピ
ネ

ス
、
五
戸
消
防
署
、
み
ゆ
き
保
育
園

【
特

別

賞
】
南
小
学
校

議会ニュース
▼
第
39
回
定
例
会

　
12
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
、
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
可
決
・
同
意
さ
れ
た
18
件
の
議
案
の

う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
（
一
部
変
更
）

八
戸
地
域
広
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
、
関
係
市
町

村
か
ら
の
出
資
金
相
当
額
の
処
分
手
続
き
を
定
め
ま
し
た
。

▽
五
戸
町
承
認
企
業
立
地
計
画
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
る
施
設

に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
に
伴
い
、

県
知
事
の
承
認
を
得
た
企
業
立
地
計
画
に
基
づ
く
施
設
の

固
定
資
産
税
を
免
除
す
る
た
め
の
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

▽
五
戸
町
町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

個
人
住
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
納
期
前
納
付
奨
励
金

を
廃
止
し
ま
し
た
。

▽
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
等
給
水
条
例
（
一
部
改
正
）

八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
と
の
現
行
水
道
料
金
格
差
の
是
正

を
図
り
ま
し
た
。

▽
平
成
19
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
（
第
５
、
６
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
、４
６
６
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
87
億
６
、４
８
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
23
億
２
、４
５
１
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
４
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
27
億
８
、１
２
３
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
、５
７
３
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
18
億
８
、９
７
０
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
６
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
６
億
４
、６
１
１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
84
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
９
、５
１
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
32
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

８
、３
９
１
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
77
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
１
億
４
、８
１
３
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
５
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
５
、９
４
３
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
病
院
事
業
会
計
（
第
３
号
補
正
）

　
収
益
的
収
入
26
億
９
、２
１
８
万
５
千
円
（
＋
１
、
１
４
５

万
２
千
円
）、
収
入
的
支
出
29
億
６
、４
３
２
万
円
（
△
３
、

１
３
７
万
８
千
円
）、
資
本
的
収
入
１
億
７
、８
９
１
万
６
千

円
（
＋
90
万
円
）、
資
本
的
支
出
２
億
６
、４
６
３
万
円
（
＋

４
２
０
万
円
）
と
し
ま
し
た
。

▼
第
40
回
臨
時
会

　
１
月
11
日
に
１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
会
で
可
決
さ
れ
た
１
件
の
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
８
０
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
87
億
７
、３
６
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。
緊
急
原

油
高
対
策
と
し
て
、
町
県
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
灯
油
券
６
千
円
分
を
支
給

す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
２
月
28
日
任
期
満
了
の
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

●
投
票
日
時

　
２
月
17
日
（
日
）

　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

●
告
示
日
お
よ
び
立
候
補
届
出
日

　
２
月
12
日
（
火
）

●
投
票
で
き
る
人

昭
和
63
年
２
月
18
日
以
前
生
ま

れ
で
、
平
成
19
年
11
月
11
日
以

前
か
ら
五
戸
町
に
住
民
登
録
さ

れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

●
期
日
前
投
票

仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
、
用

事
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
で
き

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

○
期
　
間
　

２
月
13
日
（
水
）
か
ら

２
月
16
日
（
土
）
ま
で

○
時
　
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
場
　
所

　
役
場
本
庁
舎
２
階

●
不
在
者
投
票

出
稼
ぎ
や
県
が
指
定
し
た
病
院
、

老
人
施
設
等
に
入
院
（
所
）
し

て
い
る
人
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

○
出
稼
ぎ
者
等

選
挙
管
理
委
員
会
へ
不
在
者
投

票
用
紙
等
の
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
告
示
前
で
も
請
求
で

き
ま
す
。
請
求
用
紙
は
選
挙
管

理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

○
入
院
（
所
）
中
の
人

病
院
長
等
へ
不
在
者
投
票
用
紙

等
の
請
求
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。（
で
き
な
い
施
設
も
あ
り

ま
す
）

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
が
い
な
ど
が

あ
る
人
は
、
事
前
に
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

て
、
自
宅
か
ら
郵
便
に
よ
っ
て

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
対

　
象
者

主
な
対
象
基
準
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
詳
し
く
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
両
下
肢

等
の
障
が
い
が
１
級
ま
た
は
２

級
②
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
心
臓
、

ぼ
う
こ
う
等
の
内
臓
機
能
の
障

害
が
１
級
ま
た
は
３
級

③
介
護
保
険
証
の
状
態
区
分
が
要

介
護
５

○
不
在
者
投
票
用
紙
等
の
請
求
期

　
限

　
２
月
13
日
（
水
）

※
請
求
は
告
示
前
で
も
で
き
ま
す
。

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
内

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
４

み
ん
な
で
投
票

明
る
い
未
来

五
戸
町
成
人
式

二
十
歳
の
誓
い

は

た

ち

２月17日
投    票

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

はらはらドキドキの空き缶積み上げ競争

成人式に臨む新成人たち

グッドタウン賞を受賞した山田自治会の作品

二
十
歳
の
誓
い

は

た

ち

五
戸
町
成
人
式

五
戸
町
成
人
式

五
戸
町
成
人
式

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス



t r

明るい選挙イメージキャラクター
「選挙のめいすい（明推）くん」

　
町
で
は
１
月
13
日
、
町
立
公
民

館
で
平
成
20
年
五
戸
町
成
人
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
対
象
者
２
７
７

人
（
男
性
１
２
９
人
、
女
性
１
４

８
人
）
の
う
ち
２
０
７
人
が
参
加

し
、
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

刻
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
成
人
式
実
行
委
員
長
の
柿
本
秀

人
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
三
浦
正
名

町
長
か
ら
記
念
品
と
し
て
、
記
念

写
真
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
ア
ピ
ル
五
戸
に
会

場
を
移
し
、
同
実
行
委
員
会
主
催

の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
中
心
商
店
街
で
12
月
23
日
、
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
五
戸
で
ス

マ
ス
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
会
場
で

は
、
空
き
缶
積
み
上
げ
競
争
な
ど

の
ゲ
ー
ム
や
太
鼓
演
奏
、
五
戸
町

共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
う
ま
っ

こ
カ
ー
ド
」
の
歳
末
大
抽
選
会
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
抽

選
会
は
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
な
ど

豪
華
賞
品
が
当
た
る
と
あ
っ
て
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
タ
ウ
ン
ズ･

イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト,
07
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
総
合
の
部
】
グ
ッ
ド
タ
ウ
ン
賞

＝
山
田
自
治
会
▽
ベ
ス
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
賞
＝
a
谷
統
司
▽
ベ

ス
ト
ツ
リ
ー
賞
＝
堀
合
弘
志
▽
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
賞
＝
三
信
金
物
店

▽
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
賞
＝
第
二
船
越

歯
科
医
院
▽
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ

ク
賞
＝
平
野
毛
糸
店
▽
ベ
ス
ト
マ

ッ
チ
賞
＝
三
福
商
店
▽
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
賞
＝
荒
屋
敷
煎
餅
店
▽
メ
ル

ヘ
ン
賞
＝
柏
村
美
容
室
▽
ア
イ
デ

ィ
ア
賞
＝
角
浜
酒
店
▽
キ
ラ
キ
ラ

賞
＝
工
藤
卓
也
▽
キ
ラ
リ
ア
ッ
プ

賞
＝
田
口
順
、
旭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

a
屋
正
弘
、
舘
功
悦
、
一
戸
雅
章
、

八
戸
信
用
金
庫
五
戸
支
店
、
フ
リ

ー
タ
イ
ム
25
時
、
ぎ
ゃ
ば
ん

【
団
体
の
部
】
最
優
秀
賞
＝
北
向

自
治
会（
倉
石
）▽
優
秀
賞
＝
ハ
ピ
ネ

ス
、
五
戸
消
防
署
、
み
ゆ
き
保
育
園

【
特

別

賞
】
南
小
学
校

議会ニュース
▼
第
39
回
定
例
会

　
12
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
、
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
可
決
・
同
意
さ
れ
た
18
件
の
議
案
の

う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
（
一
部
変
更
）

八
戸
地
域
広
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
、
関
係
市
町

村
か
ら
の
出
資
金
相
当
額
の
処
分
手
続
き
を
定
め
ま
し
た
。

▽
五
戸
町
承
認
企
業
立
地
計
画
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
る
施
設

に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
に
伴
い
、

県
知
事
の
承
認
を
得
た
企
業
立
地
計
画
に
基
づ
く
施
設
の

固
定
資
産
税
を
免
除
す
る
た
め
の
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

▽
五
戸
町
町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

個
人
住
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
納
期
前
納
付
奨
励
金

を
廃
止
し
ま
し
た
。

▽
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
等
給
水
条
例
（
一
部
改
正
）

八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
と
の
現
行
水
道
料
金
格
差
の
是
正

を
図
り
ま
し
た
。

▽
平
成
19
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
（
第
５
、
６
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
、４
６
６
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
87
億
６
、４
８
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
23
億
２
、４
５
１
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
４
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
27
億
８
、１
２
３
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
、５
７
３
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
18
億
８
、９
７
０
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
６
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
６
億
４
、６
１
１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
84
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
９
、５
１
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
32
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

８
、３
９
１
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
77
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
１
億
４
、８
１
３
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特
別
会
計
（
第
２
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
５
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
５
、９
４
３
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
病
院
事
業
会
計
（
第
３
号
補
正
）

　
収
益
的
収
入
26
億
９
、２
１
８
万
５
千
円
（
＋
１
、
１
４
５

万
２
千
円
）、
収
入
的
支
出
29
億
６
、４
３
２
万
円
（
△
３
、

１
３
７
万
８
千
円
）、
資
本
的
収
入
１
億
７
、８
９
１
万
６
千

円
（
＋
90
万
円
）、
資
本
的
支
出
２
億
６
、４
６
３
万
円
（
＋

４
２
０
万
円
）
と
し
ま
し
た
。

▼
第
40
回
臨
時
会

　
１
月
11
日
に
１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
会
で
可
決
さ
れ
た
１
件
の
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
８
０
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
87
億
７
、３
６
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。
緊
急
原

油
高
対
策
と
し
て
、
町
県
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
灯
油
券
６
千
円
分
を
支
給

す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
２
月
28
日
任
期
満
了
の
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

●
投
票
日
時

　
２
月
17
日
（
日
）

　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

●
告
示
日
お
よ
び
立
候
補
届
出
日

　
２
月
12
日
（
火
）

●
投
票
で
き
る
人

昭
和
63
年
２
月
18
日
以
前
生
ま

れ
で
、
平
成
19
年
11
月
11
日
以

前
か
ら
五
戸
町
に
住
民
登
録
さ

れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

●
期
日
前
投
票

仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
、
用

事
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
で
き

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

○
期
　
間
　

２
月
13
日
（
水
）
か
ら

２
月
16
日
（
土
）
ま
で

○
時
　
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
場
　
所

　
役
場
本
庁
舎
２
階

●
不
在
者
投
票

出
稼
ぎ
や
県
が
指
定
し
た
病
院
、

老
人
施
設
等
に
入
院
（
所
）
し

て
い
る
人
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

○
出
稼
ぎ
者
等

選
挙
管
理
委
員
会
へ
不
在
者
投

票
用
紙
等
の
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
告
示
前
で
も
請
求
で

き
ま
す
。
請
求
用
紙
は
選
挙
管

理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

○
入
院
（
所
）
中
の
人

病
院
長
等
へ
不
在
者
投
票
用
紙

等
の
請
求
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。（
で
き
な
い
施
設
も
あ
り

ま
す
）

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
が
い
な
ど
が

あ
る
人
は
、
事
前
に
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

て
、
自
宅
か
ら
郵
便
に
よ
っ
て

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
対

　
象
者

主
な
対
象
基
準
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
詳
し
く
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
両
下
肢

等
の
障
が
い
が
１
級
ま
た
は
２

級
②
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
心
臓
、

ぼ
う
こ
う
等
の
内
臓
機
能
の
障

害
が
１
級
ま
た
は
３
級

③
介
護
保
険
証
の
状
態
区
分
が
要

介
護
５

○
不
在
者
投
票
用
紙
等
の
請
求
期

　
限

　
２
月
13
日
（
水
）

※
請
求
は
告
示
前
で
も
で
き
ま
す
。

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
内

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
４

み
ん
な
で
投
票

明
る
い
未
来

五
戸
町
成
人
式

二
十
歳
の
誓
い

は

た

ち

２月17日
投    票

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

はらはらドキドキの空き缶積み上げ競争

成人式に臨む新成人たち

グッドタウン賞を受賞した山田自治会の作品

二
十
歳
の
誓
い

は

た

ち

五
戸
町
成
人
式

五
戸
町
成
人
式

五
戸
町
成
人
式

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス

五
戸
で
ス
マ
ス

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
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毎日少しずつ体を動かし、元気な生活を　その２

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 毎日少しずつ体を動かし、元気な生活を　その２毎日少しずつ体を動かし、元気な生活を　その２10

先月は「足腰」の筋力トレーニングでしたが、今月は「上半身」です。

家の中でできる簡単な上半身の筋力トレーニング家の中でできる簡単な上半身の筋力トレーニング

問い合わせ先　　役場介護保険課　　‡６２－７９５６（直通）

●壁腕立てふせ
①壁から30㎝ほど離れ、背筋を伸ばして両足を肩幅に開いて立ち、両手

を肩幅より広めに壁につく。
②ひじを曲げて上体を壁に倒し、１秒間静止してゆっくりと元の姿勢に戻す。

●頭上げ腹筋
①あお向けに寝て、腕を肩幅よりやや広めに伸ばして手のひらを床

につけ、両ひざを立てる。
②おなかに力を入れ、おへその辺りを見るようにして頭を上げる。

●横足上げ
①床側の足のひざを曲げ、横になって寝る。片手はひじをついて
　頭を支え、もう一方の手は体の前に。
②上側の足を真上に真っすぐ上げる。

介護予防教室のお知らせ　～今から始めよう　生き活き健康生活～　主催：さくら荘　後援：五戸町

◇と　き  平成20年２月23日（土）13:30～15:30

◇ところ  さくら荘　出会いの広場

◇内　容  ①松尾医院　松尾博由先生による講演
②専門職による栄養指導、自宅で

できる簡単リフレッシュ体操など

◇対象者　一般町民

◇参加費　無　　料

◇その他　運動しやすい服装でおいでください。

◇問い合わせ・申し込み先
　　　　　さくら荘　TEL 77－2160

住宅改修費の申請は着工前に！
　工事着工前に必ず町（介護保険課）へ届け出をしてください。事前の承認がない住宅改修費の申請は、
給付の対象になりません。

【要　件】

【対象となる改修工事】

○要介護認定で要支援・要介護１～５と認定されていること
○原則として、現在住んでいる（被保険者証に記載された住所の）住宅の改修であること
○本人が在宅であること
○要介護者等の心身の状態や住宅の状況に照らして、必要な改修であること（ケアマネジャーへご相談ください）
○着工前であること
○介護保険料を滞納していないこと

①手すりの取り付け　　　　　　　②段差の解消
③滑りの防止、移動の円滑化などのための床または通路面の材料変更　
④引き戸などへの扉の取り替え　　⑤洋式便器などへの便器の取り替え　
⑥①～⑤の改修に伴って必要となる工事



●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

u

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
２
月
）

●１２月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,299
（14,460）
12,792

（12,786）
37,690

（39,039）
22,691

（24,060）

12,513
（12,568）
12,219

（12,503）

12,671
（12,324）

15,059
（15,776）

16,246
（16,195）

12,781
（13,524）

11,939
（11,029）
12, 20
（12, 51）

12,307
（12,224）

18,307
（19,101）
12,161
（12,361）

12,648
（12,521）
12,360

（12,053）
13,627

（13,503）
12,694

（12,422）

12,546
（12,581）
12,360

（12,050）
15,536

（15,351）
12,350

（12,070）

11,847
（11,926）
11,720

（12,536）
17,074

（17,549）
15,717

（14,056）

11,715
（12,719）
12,474

（12,386）
16,671

（16,626）
13,884

（13,636）

皮膚科
12,225

（12,172）
12,350

（12,070）
12,026

（11,773）
12,350

（12,070）

110,405
（110,631）
114,572

（114,539）
192,236

（194,913）
138,599

（138,383）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11673
（11655）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

129

〈
川
柳
〉

新
年
に
母
の
健
康
参
拝
に

万
物
に
幸
せ
願
う
初
日
の
出

電
装
で
月
の
砂
漠
が
里
照
ら
す

健
全
で
生
き
が
い
願
う
春
祈
祷

〈
俳
句
〉

群
雀
小
雪
分
け
合
い
軒
下
に
舞
う

丹
前
裾
足
で
引
き
寄
す
夜
寒
か
な

〈
短
歌
〉

く
っ
き
り
と
白
雪
だ
い
て
そ
び
え
立
つ

わ
れ
ら
の
誇
り
戸
来
岳

焦
が
さ
ず
に
徹
夜
で
煮
つ
め
た
ス
イ
カ
糖

昭
和
三
十
六
年
九
月
亡
祖
父
の
筆
書
き
で

音
も
な
く
山
程
積
り
初
雪
の

僅
か
二
日
で
秋
道
と
な
り

皇
居
に
て
一
般
参
賀
の
ご
挨
拶

陛
下
の
素
顔
平
和
そ
の
も
の

一
冬
を
雪
に
埋
も
れ
し
五
戸
町
の

大
蒜
の
パ
ワ
ー
み
ん
な
食
む
べ
し

初
詣
で
村
の
社
の
雪
ふ
み
て

村
人
の
幸
と
家
族
を
祈
り

　

田
中
舘
a
則
　（
ひ
ば
り
野
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

純
　
　
　
子
　（
又
　
重
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

上
市
川

中
　
区

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

非
常
勤

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

塚
本
　
信
和

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

浦
上
千
佳
子

袴
田
真
理
子

丸
屋
信
一
郎

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日

　月
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　木
曜
日

　火
・
木
曜
日

廣
瀬
　
由
紀

　月
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

医
　
師

渡
部
　
晃
弘

診
　
療
　
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に

　
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ　
　

ふ

は
く
せ
つ

に
ん
に
く

は

や
し
ろ

む
れ
す
ず
め



〇新しい被保険証が発行されます

〇保険料について

〇保険料の納付について

〇障がい認定により老人保険制度に加入している方について

・被用者保険（社会保険等）の被扶養者で激変緩和措置の対象となった方は、特別徴収または普通徴収の方法に

より、10月から保険料を納めていただきます。

・障がい認定による老人医療受給の方も、平成20年４月から後期高齢者医療の被保険者となります。（取り下げ
もできます※１）

・現在加入している健康保険証（国民健康保険・社会保険等）の資格喪失の手続きが必要となります。国民健康保
険の加入者は市町村窓口で、社会保険等の加入者は保険証の発行機関で資格喪失手続きの相談をしてください。

・資格喪失の手続きを怠ると、後期高齢者医療制度と現在加入の健康保険からの二重の保険料が課せられる場合
があります。

i

　平成20年４月１日から、75歳（寝たきりなどの一定の障がいがあると広域連合が認定した65歳）以上の方
は「後期高齢者医療制度」に加入することになります。

　後期高齢者医療制度は、被保険者証（カードサイズ）が１人に１枚交付されます。老人医療受給者証、健康保険証
等の返却については、役場住民課または健康保険証の発行元に確認してください。

①現在老人保健の医療受給者証の交付を受けている方

②平成２０年４月３０日までに７５歳に到達する方

③平成２０年５月１日以降に７５歳に到達する方

３月下旬に、お住まいの市町村から被保
険者証が送付されます。

７５歳の誕生日までに、お住まいの市町村
から被保険者証が送付されます。

　保険料は、被保険者一人ひとりに納めていただくことになり
ます。青森県の保険料は、低所得者等の軽減措置を踏まえて、
１人当たりの平均額が年額４６，３７４円となります。

・実際に納付していただく保険料の年額は、100円
未満切捨てとなります。

・所得の低い世帯の方には、所得の区分に応じて均
等割額が軽減（７割・５割・２割）される措置が
あります。

・激変緩和措置として、被用者保険（社会保険等）の
被扶養者で、現行保険料負担のない方は、平成20
年４月から９月までの半年間は保険料を徴収され
ず、10月から平成21年３月までは保険料（均等割
額）を９割軽減されます。

保険料 ＝

所得割額
所得に応じて負担

基礎控除額 所得割率
（総所得金額等－33万円）×7.41％

+

均等割額
被保険者全員
が一律に負担

年額 40,514円

①年金が年額１８万円以上で、
介護保険料との合算額が年金
受給額の２分の１以下の方

②そのほかの方

年金から保険料が天引きされます。（特別徴収)
※平成20年４月の年金支給時から仮徴収が始まりますが、10月の年金支給時

から確定した保険料で徴収されます。

お住まいの市町村から７月に送付される納付書により、最寄
りの金融機関等で保険料を納めていただきます。（普通徴収）

※１『障がい認定』取り下げ請求について
　後期高齢者医療制度に移行した場合、新たに保険料の負担が発生するなどの理由から、ご本人の意
思により取り下げ申請することで後期高齢者医療制度に加入しないこともできます。ただし、個々の
ケースにより利益・不利益の状況が異なりますので、下記へご相談ください。

問い合わせ先　・青森県後期高齢者医療広域連合　℡ 017－721－3821　URL  http://www.aomori-kouikirengou.jp/

　　　　　　　・役場住民課　国保班　　　　　　℡ 62－2111（内線115～117）

後 期 高 齢 者 医 療 制 度



o

雇
用
・
資
格

町

職

員

募

集

町
臨
時
職
員
募
集

八
戸
工
科
学
院
三
沢
校

平
成
20
年
度
学
生
募
集

身
体
障
が
い
者
等
に
係
る

自
動
車
税
･
自
動
車
取
得
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
金

申
告
は
お
早
め
に

※１　障がい者用の特別の仕様による装置を取り付けた自動車で、専ら障がい者
の利用に供するもの（入浴専用車など）については、自動車税･自動車取得
税は現行同様、全額減免。

情報ステーション

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
臨
床
検
査
技
師
　
　
１
人
程
度

●
受
験
資
格

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
免
許
を
有
す
る
方

●
申
し
込
み
方
法

受
験
申
込
書
に
履
歴
書
、
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
、
五
戸
総

合
病
院
管
理
班
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
申
込
書
類
は
役
場
総

務
課
お
よ
び
各
支
所
、
五
戸
総

合
病
院
管
理
班
に
あ
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
２
月
12
日（
火
）必
着

●
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

　
受
験
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
時
期

原
則
と
し
て
平
成
20
年
４
月
１

日
付
で
採
用
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
総
合
病
院
　
管
理
班

　
℡
61 

│ 

１
２
０
０
内
線
３
３
１

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
学
校
臨
時
技
能
手
　
１
人

●
応
募
資
格

五
戸
町
在
住
で
お
お
む
ね
40
歳

ま
で
の
身
体
健
康
な
方

●
雇
用
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
（
た
だ
し
６
か
月
を

超
え
な
い
範
囲
で
更
新
あ
り
）

●
賃
金

日
額
５
、３
０
０
円

雇
用
保
険
・
社
会
保
険
あ
り

●
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所

　
申
し
込
み
者
に
直
接
通
知

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
20
年
２
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
20
日（
水
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

所
定
の
履
歴
書
を
教
育
委
員
会

学
務
課
（
倉
石
分
庁
舎
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
履
歴
書
用

紙
は
学
務
課
に
あ
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
１
１

●
科
名
お
よ
び
定
員

　
電
子
機
器
科
　
20
人

　
溶
接
科
　
　
　
20
人

●
訓
練
期
間

　
１
年

●
応
募
資
格

離
転
職
者
な
ど
で
職
業
に
必
要

な
技
能
・
知
識
を
修
得
し
よ
う

と
す
る
方
（
年
齢
制
限
な
し
）

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
２
月
15
日（
金
） 

●
選
考
日

　
平
成
20
年
２
月
21
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
八
戸
工
科
学
院
三
沢
校

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

53 

│ 

５
０
４
６

●
所
得
税
・
住
民
税

申
告
書
の
提
出
期
限
は
と
も
に

３
月
17
日（
月
）で
す
。
期
限
間

際
に
な
る
と
会
場
が
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
費
税
・
地
方
消
費
税

消
費
税
は
国
、
地
方
消
費
税
は

県
の
税
金
で
す
が
、
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
て
申
告
納
税
し
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
申
告
・
納
税
期

限
は
３
月
31
日
（
月
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１（
代
表
）

　
身
体
障
が
い
者
等
に
係
る
自
動

車
税･

自
動
車
取
得
税
の
制
度
が

改
正
さ
れ
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
減
免
額
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま

し
た

○
自
動
車
税
の
継
続
申
請
の
手
続

き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

　
自
動
車
税
は
平
成
20
年
度
分
か

ら
、
自
動
車
取
得
税
は
平
成
20
年

４
月
１
日
以
後
の
取
得
か
ら
適
用

に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
税
務
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
０
６
４

　
　http://www.pref.aomori.lg.jp/zeimu

URL

上限：税額45,000円
　・45,000円以下の方…全額減免
　・45,000円超の方…45,000円を
　　超える額のみを負担

上限：課税標準額250万円�
　・250万円以下の方…全額減免�
　・250万円超の方…250万円を超
　　える額に５％の税率を乗じた
　　額のみを負担

※障がい者用の特別の仕様による装置の
取付費用は現行同様、別途減免。

原則不要
所有者、減免事由の変更（自動車を替えた、
住所が変わった、自動車の使用状況が変わっ
たなど）があった場合は申請が必要です。

区　　分 現　行 改　正　後

減免額

の上限

（※１）

自動車税

自動車
取得税

上限なし

（全額減免）

上限なし

（全額減免）

継続申請手続き 毎年必要

〔



!0

町
長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会

催
し

子
育
て
メ
イ
ト
春
の
親
子

ク
ラ
ブ
「
ひ
な
ま
つ
り
会
」

五
戸
町
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

｢

子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場｣

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

募
集

放
送
大
学
学
生
募
集

普
通
救
命
講
習
会

農
業

農
地
の
買
い
手
募
集

情報ステーション

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
町
長

が
町
民
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
う
懇

話
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
不
要
）

●
対
　
象

　
五
戸
町
に
住
む
一
般
町
民

●
日
　
程

○
平
成
20
年
２
月
４
日
（
月
）

・
五
戸
地
区

　
午
前
10
時
か
ら

　
町
立
公
民
館
　
小
ホ
ー
ル

・
倉
石
地
区

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
平
成
20
年
２
月
５
日
（
火
）

・
浅
田
地
区

　
午
前
10
時
か
ら

　
浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
豊
間
内
地
区

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

豊
間
内
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

○
平
成
20
年
２
月
６
日
（
水
）

・
川
内
地
区

　
午
前
10
時
か
ら

　
瑞
穂
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
５

●
日
　
時

　
平
成
20
年
２
月
22
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館
小
ホ
ー
ル

●
対
　
象

０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者（
祖
父
母
の
方
も
大
歓
迎
）

●
参
加
費

　
１
人
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

●
申
し
込
み
方
法

２
月
14
日（
木
）ま
で
に
各
地
区

の
子
育
て
メ
イ
ト
か
役
場
福
祉

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

●
日
　
時

　
平
成
20
年
２
月
17
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所

ひ
ば
り
野
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー
　
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
・
学
習
室

●
内
　
容

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
、
救
命

処
置
（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
）、
止
血
法
な
ど

●
募
集
人
員

　
高
校
生
以
上
の
男
女
20
人
程
度

●
受
講
料

　
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
２
月
11
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62 

│ 

２
３
０
１

　
こ
の
事
業
は
地
域
の
大
人
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
協

力
い
た
だ
き
、
小
学
生
と
遊
び
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
心
豊
か

で
健
や
か
に
は
ぐ
く
む
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
が
10
人
い
ま
す
が
、
決
し
て

足
り
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
多
様
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
、
安
全
を
見

守
り
運
営
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
五
戸
町
在
住
で
子
ど
も
と
触
れ

合
う
の
が
大
好
き
な
方

※
特
定
の
免
許
や
資
格
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。

●
活
動
日
時

・
毎
週
水
・
金
曜
日
（
週
２
回
）

　
午
後
３
時
30
分
〜
５
時

・
土
曜
日
（
月
１
回
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

※
都
合
の
良
い
曜
日
・
時
間
で
よ

ろ
し
い
で
す
。

●
活
動
場
所

　
町
立
公
民
館
　
児
童
室

●
活
動
内
容

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
健
康
確

認
や
一
緒
に
活
動
す
る
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 
│ 

７
９
６
５
（
直
通
）

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
な
ど

で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目

を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
ま

す
。
働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
退
職
後
の
生

き
が
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
多
く
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
20
年
度
第
１
学
期

生（
４
月
入
学
）を
募
集
中
で
す
。

●
出
願
受
付
期
限

　
平
成
20
年
２
月
29
日（
金
） 

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
℡
70 

│ 

１
６
６
３

・
大
字
扇
田
字
家
ノ
表
３

　
　
　
　
　
田
　
３
、０
９
９
㎡

・
同
所
　
　
字
石
渡
27 

│ 

７

　
　
　
　
　
畑
　
２
、５
５
０
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
２
月
22
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１



!1

五 戸 町 一 般 競 争（ 指 名 競 争 ）参 加 資 格 審 査 申 請 受 付  

お

知
ら
せ

こ
ち
ら
１
１
０
番
、
警
察
で
す

指
名
願
い

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

指

名

申

請

書
の
受

付

町
立
公
民
館
の
休
館
日
変
更

★★納税証明書について★★

情報ステーション

　
１
１
０
番
は
、
事
件
や
事
故
の

緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
県
内

ど
こ
か
ら
か
け
て
も
、
青
森
市
の

警
察
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。
パ

ト
カ
ー
が
現
場
へ
早
く
到
達
で
き

る
よ
う
、
目
標
と
な
る
も
の
（
学

校
、
郵
便
局
、
銀
行
、
会
社
、
商

店
、
コ
ン
ビ
ニ
、
バ
ス
停
な
ど
）

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
道
な
ど
で
何
も
な
い
と
き
は

「
○
○
か
ら
△
△
へ
行
く
農
道
で
、

○
○
か
ら
○
キ
ロ
く
ら
い
の
所
」

と
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
「
止
ま
れ
」
や
速
度
な
ど
の
道

路
標
識
が
あ
る
場
所
で
あ
れ
ば
、

標
識
管
理
番
号
を
伝
え
る
と
、
そ

の
場
所
が
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署
℡
62 

│ 

３
２
４
１

　
住
民
税
申
告
相
談
の
た
め
、
３

月
17
日（
月
）の
休
館
日
を
３
月
18

日（
火
）に
変
更
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
立
公
民
館

　
℡
62 

│ 

５
１
１
１

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
２
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
28
日（
木
）ま
で

●
有
効
期
間
　
　
　
平
成
20
年
度

●
提
出
書
類
・
方
法

提
出
書
類
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
の
で
、
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

物
資
納
品
時
間
は
、
当
方
の
指

定
時
間
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
〒
０
３
９ 

│ 

１
７
０
１

　
大
字
倉
石
石
沢
字
雨
原
平
39 

│ 

１

　
五
戸
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
℡
61 

│ 

６
３
１
１

国税 法人税 
法　　人 

消費税及地方消費税
法人県民税 
法人事業税 
法人市町村税 
固定資産税 

申告所得税 
個　　人 備　　考

消費税及地方消費税 
法人：様式その３の３
個人：様式その３の２

最新１か年分

最新１か年分

県民税 

市町村民税 
固定資産税 
国民健康保険税 

県税

市町
村税

留意事項
（１）町独自の様式はありません。
（２）Ａ４ファイル（色指定なし）に番号順で製本し、表紙と背表紙にはタイトルと社名を記入。
（３）年度途中の変更事項は速やかに届出すること。 

問い合わせ・申し込み先

役場財政課　財政管財班
℡６２－２１１１内線２２３

要領はホームページｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｇｏｎｏｈｅ． 
ａｏｍｏｒｉ．ｊｐにも掲載しています。

○
○

○

○
○

○

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○
△

○

○

書　類　名

①一般競争（指名競争）参加資格審査申請書
②経営事項審査結果通知書（写）
③登録証明書（写）
④営業所等一覧
⑤工事経歴書
⑥業務経歴書
⑦登記簿謄本・営業証明書（写）
⑧使用印鑑届
⑨納税証明書（写）
⑩技術職員調書または技術職員名簿
⑪建退共等加入・履行証明書（写）
⑫ISO 9001認証取得証明書（写）

建設工事 測量・建設
コンサルタント 備　　　考

総合評定値Ｐ記載のもの
業務を行うにあたり法令上必要とする登録・認可・許可書

直前２か年分、任意様式可、受注金額の分かるもの

法人以外は身分証明書添付
印鑑証明（写）、委任状等とも
※別表参照
任意様式可

取得者のみ添付

対 　 象

有効期間

受付期間

提出方法

提出書類

平成２０年度に町の発注する建設工事請負、測量・建設コンサルタントなどの業務の競争入札に参加を希望
する者
※役務、物品、製造については登録制度をとっていませんので、提出された申請書は参考資料として受理します。 

町内業者（１年間） 平成２０年６月１日～平成２１年５月３１日
町外業者（１年間）　　　　　　　　　〃
平成２０年２月１日（金）～２月２９日（金）８：１５～１７：００（土、日、祝日を除く） 

持参または郵送
※受理票が必要な業者は、はがきで受理票を作成するか、返信用封筒（８０円切手貼付）を作成して同封してください。

国土交通省統一様式（建設工事は青森県様式可）：詳細は下表のとおり 
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，８８１人　（－１６）

　女　１０，５９９人　（－１３）

総人口２０，４８０人　（－２９）

世帯数１６，９３４世帯（＋１）

平成20年１月１日現在

この広報紙は古紙を配合した紙を使用しています

八幡坂から新道に出た大学坂境付近（大正末期）

八幡坂の雑木清掃（平成９年３月）

№156

「
暮
ら
し
と
共
に
生
き
る
坂
―

今
と
昔
①

　
　
　
　
　
　
　
藩
政
期
か
ら
の
八
幡
坂
」

　
坂
道
は
五
戸
の
顔
で
あ
る
。
子

ど
も
の
こ
ろ
は
遠
足
で
八
幡
坂
や

八
景
の
坂
を
歩
い
た
。

　
藩
政
時
代
は
五
戸
代
官
所
を
中

心
に
い
く
つ
か
の
坂
道
が
あ
っ
た
。

今
は
す
っ
か
り
姿
を
変
え
、
砂
利

道
が
舗
装
と
な
り
昔
の
姿
は
め
っ

き
り
減
っ
た
。
そ
こ
で
昔
の
坂
道

を
訪
ね
て
み
よ
う
と
思
う
。

【
八
幡
坂
】

　
上
新
井
田
橋
か
ら
塚
の
根
ま
で

の
約
八
百
メ
ー
ト
ル
が
八
幡
坂
と

呼
ば
れ
る
場
所
だ
。

　
坂
の
中
腹
に
大
き
な
石
碑
が
半

分
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
知
る
人
は

少
な
い
。
旧
奥
州
街
道
の
“
道
路

標
識
”
の
碑
に
は
「
右
七
戸
、
左

種
原
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
年
＝
三

〇
五
年
前
）
五
戸
か
ら
十
和
田
湖

子
ノ
口
ま
で
の
十
和
田
新
道
が
こ

こ
か
ら
始
ま
る
。
碑
は
坂
の
ス
タ

ー
ト
地
点
で
も
あ
り
、
木
村
秀
晴

五
戸
代
官
に
よ
っ
て
四
和
の
種
原
、

八
幡
滝
沢
の
平
山
、
月
日
山
を
登

り
、
大
滝
を
ぬ
け
て
子
ノ
口
ま
で

の
道
路
が
三
年
か
け
て
造
ら
れ
、

当
時
の
模
様
を
岩
に
刻
み
、
後
世

に
残
し
て
い
る
。

　
明
治
天
皇
も
明
治
九
年
と
十
四

年
の
二
回
、
東
北
御
巡
幸
で
通
っ

た
坂
だ
。

　
こ
の
坂
道
は

急
な
場
所
だ
っ

た
。
川
内
方
面

の
若
者
た
ち
が

勤
労
奉
仕
に
よ

っ
て
牛
馬
や
旅

人
が
通
る
赤
カ

ベ
の
道
を
相
当

削
っ
た
う
え
、

道
幅
を
広
げ
た

の
で
、
割
合
楽

な
坂
と
な
っ
た
。

　
大
正
十
四
年
に
は
、
地
元
青
年

団
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
百
本
を
植
え

て
い
る
。

　
昭
和
十
年
ご
ろ
、
幅
二
メ
ー
ト

ル
を
三
倍
に
広
げ
、
登
り
の
犬
落

瀬
道
の
分
岐
点
に
は
一
里
塚
が
左

右
に
一
基
ず
つ
残
っ
て
い
た
。
し

か
し
戦
後
、
塚
の
付
近
が
人
手
に

渡
り
、
今
は
地
名
だ
け
が
の
こ
っ

て
い
る
。

　
現
在
は
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
の
舗

装
道
路
に
変
わ
り
、
坂
の
中
途
に

五
戸
高
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で

き
て
、
高
校
生
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー

場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　
坂
を
登
り
き
っ
た
旧
道
一
帯
に

は
、
樹
齢
三
百
年
以
上
の
松
並
木

が
左
右
に
並
ん
で
い
た
が
、
新
道

拡
張
の
た
め
一
本
だ
け
残
し
て
全

部
切
ら
れ
、
昔
を
知
る
古
老
も
少

な
く
な
っ
た
。

　
坂
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
ば
「
明

治
三
年
秋
、
旧
会
津
藩
士
の
若
者

三
人
が
八
幡
宮
参
道
か
ら
出
て
き

た
。
そ
の
前
を
一
人

の
年
寄
り
が
鍬
を
担

い
で
通
り
か
か
っ

た
。
『
武
士
の
前
を

素
通
り
す
る
と
は
何

事
だ
。
無
礼
打
ち
に

し
て
や
る
』
と
叫
ば

れ
た
。
手
拭
い
を
頭

に
か
ぶ
り
素
通
り
し
た
の
が
悪
い
、

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
年
寄
り
は
、
切
り
か
か

っ
て
き
た
三
人
の
刀
を
鍬
の
柄
で

ポ
ン
ポ
ン
と
蹴
っ
て
、
何
も
な
か

っ
た
よ
う
に
帰
っ
た
。
刀
は
草
原

に
落
ち
、
三
人
は
杉

林
の
中
に
逃
げ
た
。

　
数
日
後
、
川
原
町

の
旧
藩
士
の
奥
方
ら

し
き
女
性
が
『
百
姓

姿
の
老
人
で
剣
術
の

強
い
方
だ
っ
た
そ
う

で
す
』
と
井
戸
端
で

語
っ
て
い
た
」。

　
調
査
の
結
果
、
櫛

引
六
郎
（
百
姓
名
＝

申
松
）、
古
堂
の
櫛

引
道
場
主
の
叔
父
に
当
た
り
、
柳

生
流
の
達
人
だ
っ
た
。

　
息
子
金
作
は
、
盛
岡
藩
が
北
方

警
備
の
た
め
出
兵
中
、
箱
館
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
行
方
不
明
と
な
り

除
籍
。
弟
が
家
督
を
継
い
だ
。

　
八
幡
坂
に
番
所
役
人
を
勤
め
、

そ
の
遺
族
が
町
内
に
住
み
、
先
祖

の
墓
を
守
っ
て
い
る
。

　
墓
地
は
川
原
町
油
出
の
喜
光
庵

に
あ
る
。
確
認
の
た
め
墓
石
と
専

念
寺
の
一
番
古
い
過
去
帳
を
照
合

す
る
と
、
名
字
も
き
ち
ん
と
あ
っ

て
武
士
で
あ
る
こ
と
は
判
っ
た
。

工
藤
重
造
（
屋
号
八
幡
丁
）
と
あ

っ
た
が
、
今
ま
で
古
老
の
話
や
記

録
に
は
一
切
出
て
こ
な
い
の
で
、

再
調
査
の
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

い
し
ぶ
み

く
わ

さ
る
ま
つ



税源移譲前 税源移譲後

所得税額
住宅ローン
控除可能額

納付すべき
所得税額

住宅ローン
控除可能額

納付すべき
住民税額

所得税額

住宅ローン
控除額

減少

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除

措
置

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少

区　　　分

所得税の確定申告を
しない方

（年末調整だけの方）

所得税の確定申告を
する方

・住宅借入金等特別税額控除申告書（給与収入のみ
を有しており確定申告書を提出しない納税者用）

・源泉徴収票

町内の各申告相談会場

［カレンダーをご覧ください］

八戸商工会館または

町内の各申告相談会場

・住宅借入金等特別税額控除申告書（確定申告書を
提出する納税者用）

　※確定申告書に添付してください。

提出するもの 申 告 会 場

問い合わせ先　　役場税務課　住民税班　TEL 62‐2111　内線１２３・１２４

● みんなの保健室（健康相談）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

所得税の確定申告期限　３月17日�              

消費税および地方消費税の申告納税期限（個人事業者）　３月31日�              

婦人運動月間�

１

２

３

４

５

６

月

火

７

８

９

水

月

火

水

木

金

土

日

土

木

金

土

日

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
３月

10：00～12：00 町立公民館● Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

　 ６か月児健康相談（19年8月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 ３か月児健康診査（19年11月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

13：00～15：00 役場保健衛生課

● ビュッフェ出逢いパーティー２００８（予約制）

18：30～16：00 五戸ドーム● 町長杯ソフトボール大会決勝

15：00～（受付14：30～） 八戸プラザホテルプラザアーバンホール

  麻しん風しん混合予防接種

10：00～12：00 町立公民館● Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

12：20～12：50受付 総合病院

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年５月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

　住宅ローン控除は所得税にだけ適用されていた制度ですが、平成１８年度の税制改正（税源移譲）により

平成１９年分以降の所得税が引き下げになり、これまで控除できていた住宅ローン控除額が、所得税から

控除しきれなくなる場合があります。そこで、住宅ローン控除適用者が不利にならないよう、住民税

（町県民税）にも住宅ローン控除が設けられました。

　所得税から控除しきれない住宅ローン控除額があった場合、翌年度の住民税から控除できます。

◆対象者
　平成１１年から平成１８年末までに入居し、当該年の住宅ローン控除の適用を受ける方で、次の（イ）ま
たは（ロ）に該当する方

（イ）税源移譲により、住宅ローン控除可能額が所得税額より大きくなる方
（ロ）住宅ローン控除可能額が所得税額より大きく、税源移譲前も控除しきれなかったが、税源移譲によ

り控除しきれない額が大きくなった方

※給与所得者については、源泉徴収票の摘要欄に「住宅借入金等特別控除可能額」が記載され、この金額
が「住宅借入金等特別控除の額」より大きい場合に、対象となります。

◆申告方法

　※住宅借入金等特別税額控除申告書は、役場税務課に備え付けています。

◆申告期間
　平成20年度住民税（平成19年分所得税から
　控除しきれない額が発生した場合）の申告は・・・�平成20年３月17日（月） まで

◆そ の 他
・この制度は、平成20年から平成28年までの間で適用が受けられます。
・対象となる期間は毎年申告が必要です。（申告書の提出がなければ控除の対象になりません）

町
立
公
民
館

博 労 町

博 労 町

蛯川・根前

兎内・志戸岸

下 新 井 田・
岩ノ脇・豊間内

所得税･町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付
対 象 地 区 会場

町
立
公
民
館

下 大 町

下大町・新町

新 町

ひ ば り 野

上大町・荒町
［３／17（月） 川原町・ひまわり］

　住宅ローン控除　　住宅ローン控除　　住宅ローン控除　住民税に　　　　　　　が設けられました住民税に　　　　　　　が設けられました住民税に　　　　　　　が設けられました

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

所得税額
が減少

控除しきれ
なかった額

所得税
住宅ローン
控除額

住民税住宅
ローン控除額



瑞
　
穂
　
館

浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

● 町長と地域住民との懇話会

● 三種混合　　　　　　予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（文集づくり）

日 記念日等

家庭の日

行　　事　　等

所得税の確定申告期間　２月1日～３月17日�               

相続登記はお済みですか月間�               
　２月中は県内各司法書士事務所で相続登記の無料相談受付（要予約）

省エネルギー月間�        

１

２

３

４

５

６

７

８

金

土

日

月

火

木

水

金

土

日

月

火

木

水

金

土

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

木

金

日

土

日

25

26

27

28

月

水

火

木

29 金

水

記念日等日 行　　事　　等

● Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● 行政相談 13：30～16：00 社会福祉センター

● 麻しん風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院�

● ２歳６か月児健康相談（17年８月生） 12：30～13：00 旧地域保健センター

● 五戸町スキー教室② 17：00～17：00 八幡平リゾートパノラマスキー場

● 介護予防教室 13：30～15：30 さくら荘

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50 総合病院

　 ３か月児健康診査（19年10月生） 12：30～13：00 旧地域保健センター

　 子育てメイト「ひなまつり会」 10：00～12：00 町立公民館

行政相談を
ご利用ください

　総務大臣が委嘱する行政
相談委員は、行政が行う仕
事について苦情や意見・要
望などがあったときの最も
身近な相談相手です。

相談無料・秘密厳守

年１回、誕生月に

検診を受けましょう
住民健康診査の申し込みは
地区の保険協力員か

役場保健衛生課へお電話ください
（昨年度から申込票を送付しておりません）

２２

10：00～浅水活性化センター 13：30～豊間内地区コミュニティセンター

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

19：00～12：00 ひばり野スポーツ交流センター
町内各投票所

● 普通救命講習会
19：00～13：00 新郷村金ヶ沢スキー場● 五戸町スキー教室①

● 町議会議員一般選挙投票日  7：00～20：00

13：30～16：00 社会福祉センター● 人権相談
12：30～13：00受付

10：00～12：00

13：30～
10：00～

10：00～

旧地域保健センター

町立公民館

倉石コミュニティセンター
町立公民館 小ホール

● ６か月児健康相談（19年７月生）

● 町長と地域住民との懇話会 瑞穂館

13：30～15：30 町立公民館● 町民大学講座合同閉講式･講演
12：20～12：50受付 総合病院● ＢＣＧ接種

上記参照● 献血

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）
10：00～12：00 町立公民館　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 Hot Center あ･そ･ぼ（なべっこだんごづくり）
● 町長と地域住民との懇話会

12：20～12：50受付 総合病院

10：00～12：00

　 ３歳児健康診査（16年10・11月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

10：00～12：00 町立公民館

　 10か月児健康相談（19年４月生）

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

建国記念の日 ● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～11：10　南部バス
12：00～13：00　阿部繁孝商店
14：30～16：00　大蔵工業

２月21日（木）

下区・池ノ堂

上区・中区

扇田・野沢・関口･
北向（浅水）

浅水下・下豊川・
上豊川

浅水上・手倉橋・
荷軽井

所得税･町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付

対 象 地 区 会場

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

町
立
公
民
館

中 　 市

浦田･向平･松山･小渡・
水 上 ･ 横 倉 ･ 大 久 保・
清駒･槍沢･鳥沼新田・
一ノ坪･風原平･木戸場

山田・太田・谷地中・
北向（倉石）･沼沢・
鎗水

舘町・宮台・森冬・

古川代・平成

博労町・石沢（倉石）瑞
　
穂
　
館

石 　 呑

切 谷 内

大森・大久木・
佐野・粒ケ谷地

菖蒲川・北市川

所得税･町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付

対 象 地 区 会場



瑞
　
穂
　
館

浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

● 町長と地域住民との懇話会

● 三種混合　　　　　　予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（文集づくり）

日 記念日等

家庭の日

行　　事　　等

所得税の確定申告期間　２月1日～３月17日�               

相続登記はお済みですか月間�               
　２月中は県内各司法書士事務所で相続登記の無料相談受付（要予約）

省エネルギー月間�        
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２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17
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木
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土

日

25
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27

28

月

水
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木
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水

記念日等日 行　　事　　等

● Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● 行政相談 13：30～16：00 社会福祉センター

● 麻しん風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院�

● ２歳６か月児健康相談（17年８月生） 12：30～13：00 旧地域保健センター

● 五戸町スキー教室② 17：00～17：00 八幡平リゾートパノラマスキー場

● 介護予防教室 13：30～15：30 さくら荘

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50 総合病院

　 ３か月児健康診査（19年10月生） 12：30～13：00 旧地域保健センター

　 子育てメイト「ひなまつり会」 10：00～12：00 町立公民館

行政相談を
ご利用ください

　総務大臣が委嘱する行政
相談委員は、行政が行う仕
事について苦情や意見・要
望などがあったときの最も
身近な相談相手です。

相談無料・秘密厳守

年１回、誕生月に

検診を受けましょう
住民健康診査の申し込みは
地区の保険協力員か

役場保健衛生課へお電話ください
（昨年度から申込票を送付しておりません）

２２

10：00～浅水活性化センター 13：30～豊間内地区コミュニティセンター

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

19：00～12：00 ひばり野スポーツ交流センター
町内各投票所

● 普通救命講習会
19：00～13：00 新郷村金ヶ沢スキー場● 五戸町スキー教室①

● 町議会議員一般選挙投票日  7：00～20：00

13：30～16：00 社会福祉センター● 人権相談
12：30～13：00受付

10：00～12：00

13：30～
10：00～

10：00～

旧地域保健センター

町立公民館

倉石コミュニティセンター
町立公民館 小ホール

● ６か月児健康相談（19年７月生）

● 町長と地域住民との懇話会 瑞穂館

13：30～15：30 町立公民館● 町民大学講座合同閉講式･講演
12：20～12：50受付 総合病院● ＢＣＧ接種

上記参照● 献血

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）
10：00～12：00 町立公民館　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 Hot Center あ･そ･ぼ（なべっこだんごづくり）
● 町長と地域住民との懇話会

12：20～12：50受付 総合病院

10：00～12：00

　 ３歳児健康診査（16年10・11月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

10：00～12：00 町立公民館

　 10か月児健康相談（19年４月生）

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

建国記念の日 ● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～11：10　南部バス
12：00～13：00　阿部繁孝商店
14：30～16：00　大蔵工業

２月21日（木）

下区・池ノ堂

上区・中区

扇田・野沢・関口･
北向（浅水）

浅水下・下豊川・
上豊川

浅水上・手倉橋・
荷軽井

所得税･町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付

対 象 地 区 会場

倉
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町
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民
館

中 　 市

浦田･向平･松山･小渡・
水 上 ･ 横 倉 ･ 大 久 保・
清駒･槍沢･鳥沼新田・
一ノ坪･風原平･木戸場

山田・太田・谷地中・
北向（倉石）･沼沢・
鎗水

舘町・宮台・森冬・

古川代・平成

博労町・石沢（倉石）瑞
　
穂
　
館

石 　 呑

切 谷 内

大森・大久木・
佐野・粒ケ谷地

菖蒲川・北市川

所得税･町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付

対 象 地 区 会場



税源移譲前 税源移譲後

所得税額
住宅ローン
控除可能額

納付すべき
所得税額

住宅ローン
控除可能額

納付すべき
住民税額

所得税額

住宅ローン
控除額

減少

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除

措
置

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少

区　　　分

所得税の確定申告を
しない方
（年末調整だけの方）

所得税の確定申告を
する方

・住宅借入金等特別税額控除申告書（給与収入のみ
を有しており確定申告書を提出しない納税者用）

・源泉徴収票

町内の各申告相談会場

［カレンダーをご覧ください］

八戸商工会館または

町内の各申告相談会場

・住宅借入金等特別税額控除申告書（確定申告書を
提出する納税者用）

　※確定申告書に添付してください。

提出するもの 申 告 会 場

問い合わせ先　　役場税務課　住民税班　TEL 62‐2111　内線１２３・１２４

● みんなの保健室（健康相談）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

所得税の確定申告期限　３月17日�              

消費税および地方消費税の申告納税期限（個人事業者）　３月31日�              

婦人運動月間�
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３

４
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火

７

８

９

水
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火

水

木
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土
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土

木

金

土

日

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
３月

10：00～12：00 町立公民館● Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

　 ６か月児健康相談（19年8月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 ３か月児健康診査（19年11月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

13：00～15：00 役場保健衛生課

● ビュッフェ出逢いパーティー２００８（予約制）

18：30～16：00 五戸ドーム● 町長杯ソフトボール大会決勝

15：00～（受付14：30～） 八戸プラザホテルプラザアーバンホール

  麻しん風しん混合予防接種

10：00～12：00 町立公民館● Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

12：20～12：50受付 総合病院

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年５月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

　住宅ローン控除は所得税にだけ適用されていた制度ですが、平成１８年度の税制改正（税源移譲）により

平成１９年分以降の所得税が引き下げになり、これまで控除できていた住宅ローン控除額が、所得税から

控除しきれなくなる場合があります。そこで、住宅ローン控除適用者が不利にならないよう、住民税

（町県民税）にも住宅ローン控除が設けられました。

　所得税から控除しきれない住宅ローン控除額があった場合、翌年度の住民税から控除できます。

◆対象者
　平成１１年から平成１８年末までに入居し、当該年の住宅ローン控除の適用を受ける方で、次の（イ）ま
たは（ロ）に該当する方

（イ）税源移譲により、住宅ローン控除可能額が所得税額より大きくなる方
（ロ）住宅ローン控除可能額が所得税額より大きく、税源移譲前も控除しきれなかったが、税源移譲によ

り控除しきれない額が大きくなった方

※給与所得者については、源泉徴収票の摘要欄に「住宅借入金等特別控除可能額」が記載され、この金額
が「住宅借入金等特別控除の額」より大きい場合に、対象となります。

◆申告方法

　※住宅借入金等特別税額控除申告書は、役場税務課に備え付けています。

◆申告期間
　平成20年度住民税（平成19年分所得税から
　控除しきれない額が発生した場合）の申告は・・・�平成20年３月17日（月） まで

◆そ の 他
・この制度は、平成20年から平成28年までの間で適用が受けられます。
・対象となる期間は毎年申告が必要です。（申告書の提出がなければ控除の対象になりません）

町
立
公
民
館

博 労 町

博 労 町

蛯川・根前

兎内・志戸岸

下 新 井 田・
岩ノ脇・豊間内

所得税･町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付
対 象 地 区 会場

町
立
公
民
館

下 大 町

下大町・新町

新 町

ひ ば り 野

上大町・荒町
［３／17（月） 川原町・ひまわり］

　住宅ローン控除　　住宅ローン控除　　住宅ローン控除　住民税に　　　　　　　が設けられました住民税に　　　　　　　が設けられました住民税に　　　　　　　が設けられました

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

所得税額
が減少

控除しきれ
なかった額

所得税
住宅ローン
控除額

住民税住宅
ローン控除額


